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展示にもうひと昧プラスしたら
ひろたにひろ こ

広谷浩子 (学芸員)

標本を魅力的にみせるには

今、動物園 ・水族館が元気で、す。ユ

ニークな展示法で、人気を集める動物園

や飼育動物のオリジナノレフィギュアを発

売して話題を集めた水族館など、各地

に魅力いっぱいの施設があります。そし

て、実際に訪問すると、動物たちの生

き生きとした姿に圧倒されます。

ひるがえって、博物館の展示物はどう

でしょうか。展示効果とし、う点では、標

本はやはり生体にはかなわないことが多

いと思います。標本をどのように魅力的

にみせるか、博物館スタッフの腕のみせ

どころです。

もちろん、展示では、デザインがかな

りの比重を占めますが、ここで強調した

いのは、展示をつくるプロセスで、はなく、

観覧のプロセスに対して学芸員が腕をふ

るう余地があるのではなし、かとし、うととで

す。すで、にで、きあがっている展示をより

印象深くみてもらうためのヒントと考えてく

ださい。

現在、 当館ではこのプロセスの主要な

部分を展示解説ボランティアに担ってい

ただいています。各ボランティアが、魅

力的でわかりやすい解説、 おもしろく個

性的な解説を行ない、実績をつんで、い

ます。一方学芸員の側はどうでしょうか。

私の経験では、展示構成を考え、資料

を用意して配置したら、ひとまず、 OK

と考えがちです。展示は博物館の表看

板ですから、パックヤード‘の活動と結び

ついて、もっとダイナミックに変化するも

のであっていいはずです。

ということで、私なりに博物館の展示と

向かい合ってみようと思います。展示を

よりおもしろく観覧するためにやるべきこと

を、まとめてみたいと思います。最初は

実践のともなわない空論かもしれません

が、いずれはここで提案したアイデアを

実践し、その結果もレポートできたらい

いなと思います。

展示活用の3つのヒント

まずは、学芸員が腕をふるえるポイント

として、以下の3点を考えてみましょう。

l標本により親しむための情報提{共

2現行の展示のハンズ ・オン化

3展示のストーリーや標本同土のつな

がりを活用した教育プログラム作成

それぞれに関し、できそうなことの例を

あげ、実施のしかたについても提案した

いと思います。

【ヒント 1】標本により親しむための情報

を提供する

以前にもふれましたが(i自然科学のと

びらJ9巻 4号)、来館者が展示を観覧

するようすを観察した結果、ある展示品

をめぐって知識を伝えたり、感想、を述べ

あったりして盛りあがる場面が数多く認め

られました。展示品の前に立ち止まるこ

ともなく足早に通過していた人々が、盛

りあがった後で、は、展示品をゆつくりなが

めるようになります。

何かエヒ。ソードが付与されることで、標

本は価値をもったものとして輝きだすので、

す。そして展示づくりに加わった学芸員

こそが、このエピソードを提供できるのだ

と思います。

たとえば、私の関わる「森の開拓者

霊長類」のコーナーで1番新しい標本で

ある、チンパンジー

のエヒ。ソード、は、こ

んな感じ。

「チンパンジーのメス 、"¥\I ~、 ，1， I ， 
の子どもは多摩動物

園で飼育されていまし

たが、 2000年 5月に

生後間もなく死亡し博

物館に引き取られまし

た。チンパンジーは

輸送が大変だと思いま

したが、実際にみて

みたら、予想以上に

小さく軽い (3kg)赤

ちゃんだったので、びっ

くりしました。検体から

剥製と骨格標本を作り

ました。また、 )J悩の標

本は京都大学の霊長

類研究所に保管され

ています。アリ釣りを

しているチンパンジー

は模型なので、実物

に白い毛が生えているのがチンパンジーの子

どもの特徴です。華l鴎!』にする時、子どもらし

さを表わしたいなと考え、木の枝にぶら下がっ

てアリ釣りをしている模型をみているようなポー

ズを作ってもらいました。」

このようなエピソードの提供方法は、 さ

まざまです。新しい展示品の紹介として

iNEWJマークと共に簡単な情報を展示

する、ホームページ上で紹介する、展

示解説ボランティアへ情報提供をして解

説の時に紹介してもらうなどがとりあえず

考えられる方法です。要は順次新しい

エピソードを利用可能な形で提供するこ

とです。展示品は生体ではありませんが、

情報は生きたものでありユニークなものだ

と思うからです。学問的価値はあまり高く

ないような雑情報でも、展示品に関心を

もってもらうきっかけとなるのなら、意味

があると思います。

【ヒント 2】展示品をハンズ・オン化する

近年各館で盛んに採用されてしもし、ハ

ンズ ・オン展示の考え方を現在の展示

に導入することについて、検討してみま

標本としては第l号と ノン..~- - --.，¥，，， 
なります。顔のM J i/J dTZ¥LJ¥ I¥lll ¥(Jん¥(，. 
白っぽいのと、お尻 写真1チンパンジーのまjj製標本(生命展示室)
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写真2チンパンジーの骨格標本 .

しよう。

ハンズ ・オン展示とは、単に触れる展

示としづ意味ではなく、さまざまなものや

手段を介した展示全体の概念をいいま

す。観覧者の能動的な働きかけを前提

とします。展示をつくる側は、 このような

働きかけを引き出す工夫をつくりあげなけ

ればなりません。経済的な問題やスペー

ス不足から、装置としてつくりあげること

がむずかしくても、展示解説とセットにし

て、効果的なハンズ ・オン展示を展開

することができると思います。 是非とも実

践したい分野です。

たとえば、私の担当する晴乳類の展示

では、ライオンやキリンなどの剥製がス

テージにずらりと並び、それぞれの分類

ク守ループ(目=もく)の特徴が簡単に解

説されています。これらの特徴をよく理

解し、体の作りの多様性に注目してもら

うきっかけとして、ハンズ ・オンの試みが

できればおもしろいと思います。展示品

による解説を補完する資料として、骨格

標本や毛皮標本を活用することもできる

でしよう。

このような考えから、昨年、学芸員実

習の折りに、展示のスポット解説を実習

生にやってもらいました。 I飛べない鳥 ・

ペンギンについてJI擬態についてJI毒

をもっ動物についてJIモグラのすべて」

をテーマに、ミニレクチャーがありました。

自然科学のとびら 第 10巻4号 2004年 12月 15日発行

準備段階で意図したことが、実践では

思うようにいかなかったり、解説を聞いた

子どもたちから予想外の反応があったり

して、 とても興味深い結果となりました。

その一部は現在ライブラリーわきのコー

ナーに展示中です。

今度は、展示解説ボランティアのみな

さんにも協力 ・助言をいただきながら、

もっと本格的に取り組み、その結果もレ

ポートしてみたいと思っています。

【ヒント 3】展示のストーリーや標本同士

のつながりを活用した教育プログラム

を作成する

博物館は開館 10周年を迎えますが、

展示ストーリーや展示コーナー全体を活

用した学習プログラムが本格的に実施さ

れたことはないと思います。これは開館

当初からの懸案事項です。

開館から数年間は「博物館探検隊」と

し、う講座が夏休みに行なわれていまし

た。これは、展示室全体をまわって、

クイズを解き、展示に親しませるとしづ試

みです。クイズや探検としづゲーム的要

素は子どもに好評でしたが、学習とは

ちょっと趣の違うもので、す。もっと学習の

要素の多いプログ、ラムは考えられないで

しようか。

学校の総合学習をサポートする施設と

して、博物館は注目を浴びていますが、
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十分な対応がなされているでしようか。

現在までのところ、当館では個別に要請

があったテーマで、個々の生徒に対応して

いますが、博物館に来て学芸員と話し

たことが活用できているのか、疑問です。

たとえば、日南乳類分野の場合、最も

多い質問は「絶滅動物の種類数、どう

して絶滅が起こるかjです。私の担当

する学校対応の半数以上がこのテーマ

です。生徒が散発的にやってきて、ヒ。ユ

アにこんな質問をして、答えを持ちかえ

るのですが、これでいいのかとし、つも疑

問に思います。もっと、違うアプローチ

をしたら、おもしろいのにと残念で欲求

不満が残ります。

ここで、学校の姿勢を批判するのは、

簡単ですが、ちょっと待って。学校に

よる博物館の利用を遠足レベノレから学

習にまで引き上げ、学芸員の地位を百

科事典レベノレで、はなく学習内容に助言

を与える専門家にまで向上させるには、

我々の側にもそれ相応の準備が必要だ

と思います。

l学校側の状況について、たとえ

ば、カリキュラムの内容や年間スケ

ジューノレ、人的対応について調べ

る。

2目当館の展示と学校の状況を照らし

合わせて、可能な学習プログラム

を試作する。

3.モデ、/レの実施とフィード、パックを行

なう。

ここまでの準備のもと、学校側からのア

ブローチを受けられたら、現在のような

欲求不満は軽減するかなと、思います。

これまでは、このような準備をしっかりやっ

てこなかったと、個人的には反省してい

ます。何かアクションをおこすべきだと

思っています。

もちろん、学芸員全員が私のように欲

求不満をかかえ、手をこまねいているの

ではありません。冬の企画展で導入され

た展示インタープリーターの活動や学校

との様々な協調事業など、学芸員のアイ

デアのもと、新しい動きはすでに始まっ

ています。この動きをさらに拡大し、館

をあげて本格的に取り組まなければなら

ない時期に来ていると思います。展示の

面で、元気な動物園や水族館でSは、学校

との連携という点でも、意欲的な取り組

みがなされ、成功をおさめているのです。

この話はいずれ別の機会に。


